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横須賀・三浦放射線技師会 70 周年を迎えて 
横須賀・三浦放射線技師会 

会長 松村 高宏 

 

横須賀三浦放射線技師会創立７０周年おめでとうございます。思えば右も左もわ

からないまま理事となって２０年ほどたちました。今では会長となり、会長として

このような年を迎えることになり、大変にうれしいことです。 

 

 ６０周年から今日までのことを振り返ってみますと、横須賀三浦の主要病院に訪

問し、ＣＴの線量測定を行い、らせんＣＴ研究会、日本放射線技術学会に発表を会

として行いました。ＮＡＳチームが３分間でサーベランスがスムーズに行えるよう

セグメント法を考案し、２０１３年青森で行われた日本放射線技師学術大会で、大

石理事が発表し、優秀賞を頂くことが出来ました。その後日本放射線技師会で全国

標準スクリーニング法として認定され、学会等で行われる講習会のお手伝いを行う

ようになりました。当会のホームページにセグメント法のマニュアル、測定方法の

動画もアップされています。 

 ７０周年を無事迎えられたのも、会員、賛助会員の方々のご協力があってのことだと思っています。今後

とも会員、賛助会員に支えられながら、８０周年、９０周年に向けて進んで行きたいと思います。 

今後もなお一層のご指導ご鞭撻をお願い申し上げままして、御礼の言葉とさせていただきます。 

 

 

 

 

70周年祝辞 
公益社団法人神奈川県放射線技師会 

 会長 大内幸敏 

 

横須賀三浦放射線技師会創立70周年を迎えられ、記念誌を発行するにあたり、心よりお祝いとお喜び

を申し上げます。 

貴会におかれましては総会をはじめとして、研究会開催と合同勉強会の学術活動から、広報誌発行と

ホームページの運用など、歴史ある技師会組織として活発な活動を行っています。特に原子力災害特別

派遣チーム（NASチーム）は、県技師会の災害対策委員会と県放射線管理士部会との３団体が協力して、

神奈川県の原子力災害対策を進めてきました。東日本大震災における福島第一原子力発電所による災害

においては、放射線技師会として一つの役割を果たすことができました。また、この経験からNASチー

ムのセグメント法は、すでに全国区の放射線サーベイ方法となっています。 

このように活発な運営を継続している横須賀三浦放射線技師会が創立70周年を迎えられましたのも、

歴代役員や松村会長はじめ現役員と、何より幅広い年齢層の会員皆様の並々ならぬご努力の賜であると

深く敬意を表する次第です。これからもお互いに技師会の発展に向け協力体制を継続しつつ切磋琢磨し

ていきたいと思います。 

最後になりますが、今後もさらにご活躍されますことを期待申し上げるとともに、会員皆様方のます

ますのご健勝と貴会のご発展を心よりお祈り申し上げます。 
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創立７０周年を祝して  ―歳月、技術を待たずー                

横須賀三浦放射線技師会 名誉会員 

第 3 代会長 閑野 政則 

 

横須賀・三浦放射線技師会創立７０周年おめでとうございます。 

戦後、間もなく神奈川県放射線技師会と時を同じくして創立して、昭和・平成と歩み、横須賀・三浦

地区に放射線技術を通して地域住民の健康管理・維持に貢献できた事は組織のおかげと改めて感謝いた

します。 

私が、放射線業務を始めた頃は、参考書・教書も少なく先輩の経験を伝授されてきました。今日では、

ＩＴやＡＩのおかげで瞬時に生体の生理・解剖・機能迄、画像化・データー化できます。又、死亡率一

位のガンの治療も原体治療ができ患者様の負担軽減も大幅に貢献できます。研究・改善により被ばく線

量もガイダンスレベルにより軽減する事ができました。 

これから１００周年・１００歳時代に向けて、質の高いチーム医療の確立が大切と思われます。その

ためにも、放射線技師は、放射線科学・画像情報の専門家ですので読影力を向上したチーム医療の一員

を目指しましょう。 

又、日本は、世界一医療被曝の多い医療国ですので、更なる被ばく軽減に研鑽すると同時に、脱・放

射線の研究開発が必要と思います。 

 

70 周年祝辞 
横須賀三浦放射線技師会 相談役 

第 5 代会長 加村 鐵郎 

 

横須賀・三浦放射線技師会は 70 周年を迎え、誠におめでとうございます。 

70周年という節目を迎えるには長い歴史の中で諸先輩の先生方の御努力や各関係者の方々の支えがあって

今日を迎える事が出来たのだと思います。 

私達は医療を通じ地域住民の皆様の健康に貢献しています。 

これからも、横三技師会はたゆまぬ努力を続け躍進して行く事を願っております。 

今年の干支「亥」は猪肉が万病に効くとされていた事から、無病息災を象徴するといわれています。その

パワーにあやかり、皆様が健康でありますように私達も進歩を続けて頑張ってまいりましょう。 

70 周年おめでとうございます。 

 
70 周年によせて 

横須賀三浦放射線技師会 相談役 

第 6 代会長 新倉政和 

 
 70 周年の式典を迎え大変うれしく思います。昭和世代から平成世代、そして今年の 5 月には新しい

元号になります。会員も増え、当会もますます盛り上がってほしいと想います。 

私が放射線業務について半世紀、一般撮影、暗室透視、X 線治療、間接撮影による集団検診が主な業

務でした。当時はアナログでフィルム全盛の時代でした。バット現像からタンク現像、そして自動現像

機が登場、そこからでる定着廃液は、放射線科の財源となっていたなんて信じられますか。 

 X 線 TVが出て、技師が胃透視をするようになり業務が広がりました。CT の出現は、現在のデジタル

時代の幕開けでした。その後の装置の進化はご存じの通りです。 

今後放射線技師の業務はますます重要になるのだと思います。後輩技師の皆さん、当技師会のために、

研究会に参加し皆さんで研鑽し、盛り上げてください。 
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大切なもの 見落としているもの 
横須賀三浦放射線技師会 相談役 

第 7 代会長 千葉 一 

 

 ７０年って長いでしょうか。数字だけを見れば大したことはないように思います。でも、横須賀三浦放射

線技師会を結成した当時（結成時の名称は異なる）の先生方はもう誰もいません。そう考えるとやっぱりそ

れなりの歴史だなあと思うのです。技師会に資料館はありませんが資料はあります。１０年、２０年・・・

という節目に整理され残されてきているのです。これまで先輩がコツコツとやってきた証です。まあ、先輩

のそのまた先輩にやらされたということもあったかもしれません（私のように）。あらためて覗いてみると新

しい発見があるかもしれませんよ。 

それにしても７０年も継続しているということは凄いことですよね。１８９５年のⅩ線発見から１２０数

年、診療Ⅹ線技師法が制定されたのが昭和２６年６月でまだ６７年ほどですから。ひとえに先輩の努力があ

ってのことです。これは誰も否定できない。だからこそ継続されてきた。継続は積み重ねてきた力です。そ

れだけ？それだけかな。大切なことは今も積み重ね続けているということ、だと思うのです。松村、須藤、

濱田をはじめ各担当理事が今なお継続中です。技師会会員、賛助会員も一緒に継続中だということです。誰

もそんなことを考えてはいないでしょう。意識する必要はないのですがそれが現実の継続です。継続って目

には見えないけれど大切なことなのですね。大切なものは目に見えないって星の王子様にあります。でも、

時には見てやろうって思うのもいいかも。大切なもの、見落としているものが見つかるかもしれません。 

「継続は力なり」を紐解くと ①個々の成果は微々たるものであっても、地道に成果を積み重ねていけば、

やがて大きな事業を達成できる。目標を達成できる。 ②今は実力不足であっても、挫けずに修練を積んでい

けば、いずれ大成できる。 ③物事を成し遂げるまで諦めずに取り組み続けるということは、それ自体、優れ

た能力のひとつである。とあります。う～ん、まだまだだな。まだまだこれからってことですね。 

 

７０周年祝辞 
横須賀三浦放射線技師会 相談役 

第 8 代会長 柳澤 正和 

 

横須賀三浦放射線技師会７０周年おめでとうございます。技師会の技術知識の取得、交流、情報交換など

幅広い分野に門戸を開いた活動に敬意を表します。 

私が当技師会にかかわり始めたころの総会は、総会後の宴会に備え芸を磨いた猛者たちが、ここぞ出番を、

手ぐすねを引いて待っている状況でした。総会後はご承知の通り共済病院、横須賀市文化会館など多くの総

会使用施設が「出入り禁止」となりました。私は、この技師会の役員は、一芸に秀でたものでなければ務ま

らないと強く感じた印象があります。庶務担当のころは、泊まり込みの理事会が度々おこなわれ、ついつい

深酒し「馬鹿をやらかしてしまう」のが当技師会のいいところであり、悪いところです。おかげで翌日庶務

に「始末書」の提出や「出入り禁止」の沙汰が言い渡される庶務受難の時代でした。 

伝統ある親睦と交流、技術の研鑽、情報交換などを引き継ぎ「品行方正」な会員が７０周年を迎える当会

を担っていることに「安堵」しています。横須賀三浦放射線技師会の更なる発展と「実働会員」が非常に多

い天下に範たる存在としての活躍を祈念しています。 

 

７０周年祝辞 
横須賀三浦放射線技師会 相談役 

第９代会長 服部 祐治 

 

昭和２３年５月１１日（1948）に当技師会が創立されてから７０周年、皆様と共にこの慶びをお祝い致し

たいと思います。 

初代の米倉徳平理事長から現在の松村高宏会長まで１１代の会長を数え、節目の記念として栗田会長４０

周年、新倉会長５０周年、私（服部）が６０周年、そして松村会長７０周年と推移してきました。特に平成

１０年に行った５０周年は、当時の横須賀プリンスホテルで横須賀市長、三浦市長、医師会長等の各方面の

賓客をお招きし、記念講演は鎌倉出身女優の鳥居かほり氏にお願いし、会員総動員で大規模に執り行った事 

が懐かしく今でも記憶に残っています。 

 

https://www.weblio.jp/content/%E5%80%8B%E3%80%85
https://www.weblio.jp/content/%E6%88%90%E6%9E%9C
https://www.weblio.jp/content/%E5%BE%AE%E3%80%85%E3%81%9F%E3%82%8B%E3%82%82%E3%81%AE
https://www.weblio.jp/content/%E5%BE%AE%E3%80%85%E3%81%9F%E3%82%8B%E3%82%82%E3%81%AE
https://www.weblio.jp/content/%E5%9C%B0%E9%81%93
https://www.weblio.jp/content/%E6%88%90%E6%9E%9C
https://www.weblio.jp/content/%E7%A9%8D%E3%81%BF%E9%87%8D%E3%81%AD
https://www.weblio.jp/content/%E5%A4%A7%E3%81%8D%E3%81%AA
https://www.weblio.jp/content/%E5%A4%A7%E3%81%8D%E3%81%AA
https://www.weblio.jp/content/%E9%81%94%E6%88%90
https://www.weblio.jp/content/%E7%9B%AE%E6%A8%99
https://www.weblio.jp/content/%E9%81%94%E6%88%90
https://www.weblio.jp/content/%E4%BB%8A%E3%81%AF
https://www.weblio.jp/content/%E4%BB%8A%E3%81%AF
https://www.weblio.jp/content/%E3%81%A7%E3%81%82%E3%81%A3%E3%81%A6%E3%82%82
https://www.weblio.jp/content/%E6%8C%AB%E3%81%91%E3%81%9A
https://www.weblio.jp/content/%E4%BF%AE%E7%B7%B4
https://www.weblio.jp/content/%E5%A4%A7%E6%88%90
https://www.weblio.jp/content/%E7%89%A9%E4%BA%8B
https://www.weblio.jp/content/%E6%88%90%E3%81%97%E9%81%82%E3%81%92%E3%82%8B
https://www.weblio.jp/content/%E8%AB%A6%E3%82%81%E3%81%9A
https://www.weblio.jp/content/%E5%8F%96%E3%82%8A%E7%B5%84%E3%81%BF
https://www.weblio.jp/content/%E5%8F%96%E3%82%8A%E7%B5%84%E3%81%BF
https://www.weblio.jp/content/%E3%81%A8%E3%81%84%E3%81%86%E3%81%93%E3%81%A8%E3%81%AF
https://www.weblio.jp/content/%E8%87%AA%E4%BD%93
https://www.weblio.jp/content/%E5%84%AA%E3%82%8C%E3%81%9F
https://www.weblio.jp/content/%E5%84%AA%E3%82%8C%E3%81%9F
https://www.weblio.jp/content/%E8%83%BD%E5%8A%9B
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さて我が国、日本は初代の神武天皇から今上天皇まで１２５代に渡って続き、紀元前６６０年の建国から

数え今年で２６７９年の歴史を持ちます。元号の変わる年に７０周年を迎える当会ですが「継続は力なり」

８０年、９０年、１００年と、当会も次代を担う後進を育成し歴史を継続してほしいと願うばかりです 

 

横須賀三浦放射線技師会 歴代会長との思い出 
横須賀三浦放射線技師会 相談役 

第 10 代会長 羽布津 嘉宏 

 横須賀三浦放射線技師会 創立 70 周年おめでとうございます。 

今原稿を書くにあたり、50 周年記念誌を何年かぶりに開いて参考にしています。 

20 年前の会員の皆様は大変若々しく、自分も含めてとても懐かしく思います。幸い初代理事長から現在の第

１１代会長まで出会うことが出来たので、ここで歴代会長の思い出を披露したいと思います。 

初代理事長 米倉徳平先生 

私が横須賀共済に入職した時には、定年退職されていて月に 1 回ほど診察に来られていたと思います、来

院時には必ず横須賀ベーカリーで焼き立てのフランスパンを 2 種類。ひとつはイチゴジャム、もうひとつは

クリームを多量に差し入れてもらい甘い匂いをかぐと、おやじさん（当時は、おやじ もしくは、おやじさ

んと呼ばれていました）が来ていると、お腹が自然と泣き出しました。顔を合わせると優しく「食べろ 食

べろ」と進めてくれて毎日でも来てくれないかと願っておりました。 

第 2 代会長 宮原為承先生 

私が、入職した時の技師長で私の社会人として、また技師としての基礎を築いてくれた先生です。CT 担当

時（頭部専用 CT から全身対応 CT の時代）は宮原技師長とマンツーマンで検査しており胸部 CT 撮影では、

当時まだオートボイスが無く一回一回スキャンごとに、呼吸の指示を出してスキャンしましたが、画像に連

続性がないと怒られ、業務終了後に練習させられました。何より驚いたのが CT 故障時に、自分でテスターを

持ち出し、修理し始めボードの交換や部品の取外しなども行い修理し、深夜になってもやめることなく続け

る姿に驚くばかりでした。仕事以外では、①飲むこと②カラオケ③食べることをこよなく愛する先生で、よ

く色々なお店に連れて行ってくれて、楽しく荒行をこなし、ここでも色々な勉強をさせてもらいました。 

第 3 代会長 閑野政則先生 

閑野先生との出会いは、約 40 年前になると思います。横須賀三浦放射線技師会で初めて会った大先輩の診

療放射線技師の先生です。私がまだ東京電子専門学校時代に就職活動を始めたころに教務室から、横須賀市

にある神奈川歯科大学に当校と関係の深い閑野先生が技師長で勤務しているので見学に行きなさいと、将来

有望な若者 3 人が候補に上がりました。一名は後に衣笠病院に勤務する三富さん、二人目は神奈川歯科大に

勤務した弘金さん、三人目は私でした。後に、私が横須賀共済就職後に閑野先生の面白さ、凄さが徐々に解

明されていくこととなりました。 

第 4 代会長 栗田達夫先生 

 栗田先生は、まず優しく、言葉も丁寧で、なにより普段から大変お洒落で常にばりっとした紳士でかっこ

いい先生でした。20 代のころ自分も将来は先生みたいになりたいと密かに思い憧れていました。一番の思い

出は、50 周年式典に庶務として当日会場担当しておりましたところ、栗田先生が無理を押して御出席してく

ださり、会場控室にご案内し会長、副会長と会談し大変喜んでいる姿が印象的でした。 

以上 初代会長から第 4 代会長までの個人的な思い出です。どの時代の会長もその時代 時代で横須賀三

浦放射線技師会にとって大変重要な業務をこなし、この会の発展に尽くされ、現在に繋がっております。ま

た各会長のもと理事として会を支えてくれた先生方、ありがとうございました。この先 80 年 90 年 100

年と続く横須賀三浦放射線技師会であると願っています。 

「横須賀三浦放射線技師 歴代会長の思い出」 第一部を紙面の都合上終了とします。 

機会があれば是非とも第二部を紹介したいと思います 

予 告 

第 5 代会長 加村鐵郎先生   おったしゃボーイズ 総長 

第 6 代会長 新倉政和先生   おったしゃボーイズ 組長 

第 7 代会長 千葉一先生    おったしゃボーイズ 若頭 

第 8 代会長 柳澤正和先生   大変まじめな正統派 

第 9 代会長 服部祐治先生   宮原流総本家師匠 

第 10 代会長 羽布津嘉宏 

第 11 代会長 松村高宏先生 
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70 周年祝辞 
横須賀三浦放射線技師会 副会長 

横須賀市立市民病院 須藤 敏 

 
横須賀三浦放射線技師会技師会創立 70 周年おめでとうございます。  

私が技師会に入会してから 35 年が経過しました。20 代の頃、加村相談役の時代に会計としてお手伝

いさせていただいてから、かなりの年月が経過しました。当初は技師会の事はまったくわからず、前任

の三堀先生より手ほどきを受け、庶務の柳澤相談役・小林技師と三名で事務局を運営しました。また、

新倉会長の時代には 50 周年記念行事の会計をお手伝いさせていただきました。皆で苦労して事業資金

を集めたことが思い出されます。理事として運営を考え、資金繰りを考え、共に苦労した仲間はいまで

も大切な友人となっております。 

 羽布津相談役の代より新入会員行事参加費の半額の補助を開始して、松村会長も継続してくれました。

その結果、理事も若返り、若い技師の行事参加が多くなってきました。先輩技師から受け継いだ横須賀

三浦放射線技師会を、時代の変化を取り入れながら伝統を大切に守り、次の世代へきちんとつなぐこと

が私に科せられた使命だと思っております。横須賀三浦放射線技師会は放射線技師として、他施設との

交流の原点ですので今後も大切に次へつないでゆきたいと思います。 

 
創立 70 周年を迎えて 

横須賀三浦放射線技師会 副会長  

横須賀共済病院 濱田 順爾 

 

私が初めて本会理事職に就いてから 30 年近く経っております。なにしろ 40 周年式典の記憶もおぼろげに

あるのです。50 周年、60 周年の記憶はまだ鮮明にあります。それからあっという間の 10 年でした。 

振り返ってみると、2009 年、会長は服部会長。看護・検査との３会合同勉強会はすでにその役割を終え、

この年から中止。あの民主党政権が始まった年でした。当時私の所属していた横須賀北部共済病院が経営統

合で横須賀共済病院分院となり自分は本院へ異動。2010 年には横須賀市立市民病院が民営化され、たくさん

の仲間が一度に退会。本会は大きな打撃を受けました。2011 年、東日本大震災が発生、NAS チームから継続

的に 7 名の災害派遣が行われます。これを契機に NAS チームは活性化します。総会に小泉進次郎議員を来賓

として招こうと計画していましたが、震災の影響で総会は順延、招待を断念することになったのは非常に残

念でした。2012 年、羽布津会長就任。この年に私は癌手術という人生最大のイベントを経験します。そして

この年、自民党が政権を奪還しました。2013 年、県技師会が公益法人化し、本会も財務の簡素化・健全化を

考慮せざるを得なくなります。同年、新倉相談役叙勲。2014 年、救急医療センター移転、その運営主体は医

師会に。2016 年、松村会長就任。救急医療センター（医師会）との業務委託契約締結を断念。2017 年、閑

野相談役名誉会員。2018 年、千葉相談役叙勲。 

非常に濃い 10 年でした。たくさんの出会いと別れがあり、たくさんの出来事に一喜一憂しましたが、すべ

て乗り越えて今があります。すべてに教えがあり、いまだに学び続けております。その中で先輩や仲間の何

人かはこの世を先立たれました。命とは自分で使うことのできる時間の事。一瞬でも私との時間を費やし、

命を削ってくれたその方の事を思うと、深い感謝の念に駆られます。ご冥福を祈ります。 

診療放射線技師としてそれほど卓越したものを持たない私なんぞが、ここまでやってこれたことを考える

と、出会ったすべての人たちのおかげだと思います。つくづく生かされているなぁということを実感します。

この技師会の活動の中で出会った諸先輩方の中には「この人と出会えてよかった」と思わせる人が多くいま

す。逆にそう思われるって素敵な事だと思います。私もそういう人になりたいと常々思っています。 

創立 70 周年の節目に、思うことをつらつらと書かせていただきました。人のつながりがある限り、本会も

続きます。永遠に。80 周年に、またお会いしましょう！ 
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70 周年祝辞 
横須賀三浦放射線技師会 会計監査  

二田 勇 

 
横須賀三浦放射線技師会 70 周年おめでとうございます。70 周年と言うと、二田が今年 10 月で、70 歳に

なります。生まれて、おむつして、ハイハイして、オネショしてる頃には、技師会が発足してたんですね。

ビックリです。 

二田が横須賀に来たのは、昭和 48 年５月です。技師会の入会は誰に言われて入会ではなく、自然と入会し

てました。技師会発足は、飲み会と、中国 4000 年の歴史鑑賞会と聞いております。理事に就任したのは、昭

和何年頃かは忘れましたが、とにかく長いと思います。会議終了には、我先に中央の赤ちょうちん、酔月に

場所取りに行き、まず生ビール中を頼み、一気飲みで生ビールを空にし、皆さんの来るのを待っていました。

とにかく、楽しい技師会で、勉強も沢山しました。 

これからも、80 周年、90 周年と歴史を作れるよう、先生方にお願いしたいと思います。70 周年おめでと

う御座います。 

 
横須賀三浦放射線技師会創立七十周年を迎えて 

横須賀三浦放射線技師会 庶務  

 

横須賀三浦放射線技師会創立七十周年誠におめでとうございます。 

就職して２５年近く経ちました。理事としての活動は１５年程前からで、最初は学術を８年間担当させて

頂きました。この間に第１００回記念研究会と創立六十周年に参加することができました。その後は現在ま

で庶務を担当させて頂き、この度創立七十周年を迎えることとなりました。 

これまで理事として活動できたこと、多くの方と出会え、交流を深めることが出来たことは貴重な経験と

なり大変感謝しています。この先横須賀三浦放射線技師会のさらなる発展を願っています。 

（衣笠病院 村雲 俊広） 

 

この度は、横須賀三浦放射線技師会創立 70 周年おめでとうございます。 

自分がこの技師会の理事を担当して 10 年ぐらいになりますが、理事になった当初は先輩技師の方々が沢山

いらっしゃったのですが、近頃は技師会催事の参加者も若い技師の方が多くなり会の雰囲気も少しずつ変わ

ってきたことを感じます。 

今回この 70 周年に役員として携われたことに感謝いたします。 

（横須賀共済病院 菅原 保富） 

 

横須賀三浦放射線技師機会は、会長が度々おっしゃっている「会員、賛助会員の皆様あっての横須賀三浦

放射線技師会」との言葉通り多くの皆様に支えられて 70 周年を向かえることができたのだと思います。この

場を借りて会員、賛助会員の皆様に御礼申し上げます。 

最近の若者といえば「会社の飲み会が嫌い」が代表的で、公私混同を嫌うそうです。まさに私はそんな最

近の若者の一人です。こんな私でも理事を続けていることで他施設の同世代の方々だけでなく、諸先輩方と

の関わりを持ち、知識、経験、情報を得ることができました。また賛助会員の方には顔を覚えていただき話

しかけていただく機会も増えました。さまざま方々と「つながり」を持てたことは非常に貴重な経験になっ

ています。 

今後の横須賀三浦放射線技師会を考えますと、特に若い方の協力がなくては継続していくことは困難です。

行事に積極的に参加してくださる方はもちろんですが、私のような最近の若者の方でも当技師会にご助力い

ただければ幸いです。 

（横須賀市民病院 大澤 進冴） 
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７０周年祝辞 
横須賀三浦放射線技師会 学術 

 

が 賀意を表します。横須賀三浦放射線技師会の 70 周年という節目に理事として関われたことを嬉しく

思うとともに、これまで技師会を支えてこられた諸先輩方の活躍に恥じないように今後より一層精進致しま

す。 

（横須賀共済病院 水野 直人） 

く 悔いが残らない勉強会を開催するため、まだまだ新しくなったばかりの学術メンバーなので会員に協力

してもらいつつ、各施設の発展になる勉強会を 70 周年の歴史に恥じない様頑張って行きたいと思います。 

（横須賀市立うわまち病院 安原 滉太） 

じ 如才ないとは、「気がきいていて抜かりがない」という意味です。如才ない学術を務めて貢献してい

きたい所存です。今後とも、本会のさらなる発展を心よりお祈り申し上げます。これも会員の方のご努力が

あればこそ、今日の躍進があったのでしょう。 

（横須賀市立市民病院 高野 雄介） 

ゆ 豊かな緑と海に囲まれたこの地区の技師会も 70 周年を迎えることができました。誠におめでとうご

ざいます。会員として 70 年の歩みの一部に関われたことは、大いに喜びとするところです。70 周年を契機

に本会の益々のご発展を心からお祈り申し上げます。 

（横須賀市立市民病院 山口 直樹） 

つ 追根究底とは「事の本質・真相を徹底的に究明すること」を表した熟語です。先輩方のこの精神が受け

継がれ次回の研究会は 124 回を迎えます。日々変化する環境に対応すべく本質・真相を見抜く力の一助とな

るような研究会でありたいと思います。 

（横浜南共済病院 西條 美里） 

 

７０周年祝辞 
横須賀三浦放射線技師会 広報  

三浦市立病院 齋藤 正樹 

 

横須賀三浦放射線技師会創立 70 周年おめでとうございます。 

長い歴史を持つ会ですが私が携わったのはほんの十数年前でして、このような機会を承り恐縮しています。 

私が担当しています広報は今まさに読んでいただいている広報誌の作成を行っているところですが、先輩

方には今に至るまでご苦労されたお話をよく聞きました。特に当初はインクジェットのプリンターを使用し

ていたため印刷に何時間もかかり深夜まで作業していたそうです。それに比べ今は広報誌のテンプレートが

ほぼ決まっており、印刷もレーザープリンターを使っているので随分快適になったものだと思います。 

それでも印刷作業には多少時間がかかりますので、作業しながら雑談をして時には色々な情報を得る良い

機会となっています。 

技師として経験年数を重ねると、「他の病院ではどのように行っているのか」という疑問が湧いたり、周り

から聞かれたりという場面が増えてきます。この時まず思い浮かぶのは地域の病院で勤めている皆さんの顔

です。「あの人だったら知っているかも、聞いてみよう。」という発想はきっと地域の技師会に通じていなけ

れば出てこないと思います。 

 今では多くの勉強会や研究会がモダリティごとに行われています。またネット上にも多くの情報があるた

め技師個人の研鑚には不自由しないかもしれません。しかし地域にしかない情報もあり、横のつながりとし

て地域の技師会に参加していることは有意義なことだと思います。私も微力ながら広報理事として横須賀三

浦放射線技師会の発展に貢献できたらと思います。 
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横須賀三浦放射線技師会 創立７０周年に寄せて 
横須賀三浦放射線技師会 福利厚生 

横須賀市立市民病院 福重 智也 

 

 この度、横須賀三浦放射線技師会が創立７０周年を迎えましたことを心よりお祝い申し上げます。 

また、横須賀三浦放射線技師会は神奈川県内地区会の中でも、トップクラスに活発に活動している技師会

だと思います。このような素晴らしい技師会を築き上げてきた歴代の会長、副会長を始め、各理事、役員を

務めて頂いた方々に対しまして、深く敬意を表します。 

 福利厚生理事では、夏の納涼会、秋の企画、冬のボーリング大会と忘年会、春の横須賀三浦放射線技師会

総会後の懇親会の開催、進行、ゲーム景品の調達が主な仕事です。 

 私は診療放射線技師となり今年で９年目を迎えますが、１年目から横須賀三浦放射線技師会に入会し、福

利厚生理事を任期途中から５期８年務めさせて頂いています。 

これまでに福利厚生理事として様々な行事を開催・参加し、他施設の方々や業者の方との親睦を深めるこ

とが出来、とても貴重な場となっております。最近では若い方の参加もずいぶんと増え、会の雰囲気も少し

ずつ変わってきている印象です。 

これからも福利厚生理事としてより盛り上がる企画を開催していこうと思いますので、多くの方の参加を

お待ちしています。 

最後になりますが、横須賀三浦放射線技師会のさらなる発展のために、微力ながら関わっていければと思

います。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

横須賀三浦放射線技師会創立７０周年によせて 
横須賀三浦放射線技師会 被ばく医療 

横須賀市保健所 井上 晴行 

 

横須賀三浦放射線技師会創立７０周年おめでとうございます。心よりお祝い申し上げます。 

７０年とはどのくらいの長さなのか想像もつきません。創立は１９４８年（昭和２３年）ということにな

ります。終戦が１９４５年（昭和２０年）ですから、横須賀三浦技師会をいかに長く続けてこられたのか、

７０年の歴史を継承してきた諸先輩方の努力に感謝と敬意を表します。 

 私自身は、当会の理事として１１年、又診療放射線技師となり１９年目を迎えます。 

技師会の理事としては、６期目になりますが、ずっと被ばく医療を担当してきました。 

せっかく原稿を書く機会を頂いたので、この１１年間、被ばく医療理事として、技師会にどのように携われ

たのか振り返ってみたいと思います。 

 被ばく医療の活動をするうえで、最も大きな影響があったのは、２０１１年に起きた福島第一原発による

原発事故後のスクリーニング活動でした。 

 横須賀三浦放射線技師会原子力災害特別派遣（ＮＡＳ）チームとして、チームのメンバーが現地でスクリ

ーニング活動を行いました。また、その活動で得た経験を、職場やチームにフィードバックしスクリーニン

グ講習会でも講演や実習を行いました。 

 それぞれの講習会は反響が大きかったのですが、どうしても時間が経つと、原発事故の記憶が薄れてしま

うような気がします。 

 記憶が薄れない様に、今後も原発事故のテーマで定期的に講習会に取り入れていきたいと思います。 

 その他、講習会では、カウンセリングをテーマにしたり、横須賀市の緊急時の対応をテーマにしたり、災

害時に放射線技師としてどのような活動が行えるかなど、様々な講義を行ってきました。 

 スクリーニング実習では、サーベイメータの使用方法、タイベックスーツの着用方法セグメント法など、

より実用的な実習を行ってきました。 

 セグメント法とは、ちょうど 10 年前にＮＡＳチームとして、3分で 1 人、全身をスクリーニングする方法

として、提唱してきたものです。 

 この方法は、ＮＡＳチームメンバーの、精力的な活動のおかげで、横須賀三浦のみならず、かなり多くの

人に認知されてきたかと感じております。 

 他にも、様々な活動をしてまいりましたが、この辺で終わりたいと思います。 

最後になりますが、改めて７０周年おめでとうございます。今後も微力ながら、当会に係われたらと思いま

す。 
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横須賀三浦放射線技師会 70 周年を迎えて 
横須賀三浦放射線技師会 会計 

                         横須賀市立市民病院 赤松 芳行 

 

横須賀三浦放射線技師会創立 70 周年おめでとうございます。心よりお祝い申し上げます。 

70年という長きにわたり、会の運営および発展に携わってこられた諸先輩方の努力に、深く敬意を表します。 

私が初めて技師会に関わらせていただきましたのは広報紙の担当理事でした。当時は毎回会員や賛助会員

に原稿をお願いし、年 4 回 100 部印刷し発行をしていました。原稿をお願いする際は、快諾して頂ける方に

偏ってしまう傾向があり、新たに原稿をお願いすることの難しさを実感したのを思い出します。 

今の広報理事は「毎回様々な内容で発行を続けていて素晴らしいな」と感心しています。 

会員・賛助会員の皆様方には、原稿の依頼が合った際には快く協力していただきたいと思います。 

その後、地区委員を拝命し、2 年間担当させていただきました。組織委員会は、伊勢佐木長者町にある技

師会事務所で行われるため、歴代の理事の方々は行き帰りがとても大変だったことと思います。 

組織委員会は県内の地区委員が集まるので、報告だけでなく各施設の装置やメーカのサービス対応など、

色々なことを聞ける情報交換の場でもありました。大変でしたがとても有意義な時間でもありました。 

70 周年を迎える今年度は、会計理事を拝命し担当させていただいています。技師会に関わっていなかった

空白の期間は長くありましたが、久しぶりに会に参加させていただき、「若い人が多いなぁ」と率直に感じま

した。勉強会や懇親会などへの参加も若手が多く、会にとっては非常に良いことだと感じております。 

技師会の継続には若い力は必要不可欠です。良きものは踏襲し、変えなくてはいけないものは思い切って

変えていくことも継続するのに必要なことだと思います。次の 10 年に向け、会がより一層素晴らしいものに

なる様、これからも会員みんなで盛り上げていきましょう。 

 
横須賀三浦放射線技師会 創立７０周年を迎えて 

横須賀三浦放射線技師会 YMBIT  

横須賀共済病院 堀 裕明 

 

 横須賀三浦放射線技師会 創立７０周年 誠におめでとうございます。 

YMBIT 代表理事として会員・賛助会員の皆様と共にこの時を一緒に迎えられた事に厚く御礼申し上げます。 

また７０年もの間、技師会を築き上げてきた歴代の会長・役員の方々に対しまして、深く敬意を表します。 

 『得意なパソコンの仕事をやってくれ』とお声をかけて頂いてから早１２年、横須賀三浦放射線技師会の

web を担当させて頂きました。『好きこそ物の上手なれ』という言葉の通り、好きだからこそ続けられたと自

負しております。 

話は変わりますが、総務省のデータに情報機器の保有状況というものがあるのをご存じでしょうか？ 

２０１０年では、スマートフォン 　９．７％　 ・ タブレット 　７．２％ ・ パソコン ８３．４％ 

２０１６年では、スマートフォン ７１．８％　 ・　 タブレット ３４．４％　 ・ パソコン ７３．０％ 

スマートフォンなどは、情報の共有・収集・発信・SNS などにとても優れています。実際わたしも、これら

の事を行う際にはパソコンをまったく起動しなくなりました。 

しかしながら何かを作り上げる能力は、パソコン無くしてはまだまだ出来ないのが現状と考えております。 

パソコンの保有率が減りつつある現代ですが、是非若い方々にも何かを作り上げる為にスマートフォン

だけでなく、パソコンにも興味を持って触れて頂ければ幸いです。 

そして技師会８０年、９０年、そして１００年と更なる発展をもって築き上げて頂けたらと願い、創立７

０周年の感謝とお祝いの言葉に代えさせて頂きます。 
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70 周年祝辞 組織委員を振り返って 
横須賀三浦放射線技師会 組織委員 

横須賀共済病院 早瀬 卓矢 

 

 私は 2012 年から 4 期、組織委員として横須賀三浦技師会、神奈川県技師会の事業に携わりました。歴史

ある当会の組織委員として初めて委員会に参加した時の緊張感は、今でも鮮明に覚えています。 

 組織委員 1 期目は、県技師会の公益法人化の大きな変換の時であり、県の講習会や学術大会、渉外活動に

積極的に参加し、技師会の事業の把握に努めてきました。2 期目以降は、組織委員の仲間とともに、県民の

ための公益事業に貢献できように努力してきました。また地区技師会においては、施設の大小を問わず、顔

の見える関係を築くために積極的に声をかけて交流をもちました。地区、県技師会のすべての活動は、診療

放射線技師になって良かったと誇りを持って働くことに繋がると思っております。 

 当会は今年、県技師会は昨年、７０周年を迎えました。今までの諸先輩方のご尽力と努力に敬意を表しま

す。今後とも変わらぬご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

70 周年祝辞 
GE ヘルスケア・ジャパン株式会社  

横須賀三浦放射線技師会創立 70 周年、誠におめでとうございます。 

貴技師会の皆様には、弊社創立直後よりお世話になってまいりましたこと厚く御礼申し上げます。 

労働人口減少の中、医療の世界にも効率性が求められる時代です、弊社でも診断機器だけではなく、IT 技

術を使い病院内の情報を収集解析して経営改善につながる情報提供も行い、患者様中心の Precision Health

の実現に貢献できますよう注力して参ります 

 最後に、貴技師会のますますのご発展を心より祈念してお祝いの言葉とさせていただきます。 

枡田 一則 

 

富士フイルム富山化学株式会 

横須賀三浦放射線技師会が創立 70 周年を迎えられたことを心よりお祝い申し上げます。 

今日、様々なモダリティが普及し医学の発展があるのも先生方のご尽力の賜物と存じます。 

弊社も会社統合により新たな領域でもチャレンジしていくことになりますが、放射線領域が会社の柱であ

ることに変わりはございませんのでこれからも共に歩んでいけたら幸いです。 

横須賀三浦放射線技師会の益々のご発展と会員の皆様のご活躍を祈念してお祝いの言葉とさせていただき

ます。  

青山 英司 

 

伏見製薬株式会社 

横須賀三浦放射線技師会の創立 70 周年記念の祝賀にあたり、心よりお祝い申し上げます。歴代の理事長、

役員、会員の皆様の並々ならぬ努力なしには、この大きな節目を迎えることはできなかったものと存じ上げ

ます。 

貴会におかれましては，この 70 年の歩みによって得られた，確固たる信念と自信に裏付けられた医療業界

のリーダーとして，なお一層の御活躍をご期待申し上げますと共に、貴会と会員各位の益々のご繁栄を衷心

より祈念申し上げます。 

                         則定 亘 
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70 周年祝辞 
 

株式会社フィリップス・ジャパン 

向春の候 会員の皆様におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

貴会が 70 周年の長きにわたって活動されてきたことに対し、あらためて祝意と敬意を申し上げます。70 年

前といえば中華人民共和国の成立やソ連の核実験成功など、いまでは教科書で習うような大きな出来事があ

りました。この時期に貴会が始まり今日まで活動されているかと思うと、これまで会の運営に携わってこら

れた方々の熱意に感服致します。 

ご参考までに弊社が日本市場に進出したのが 1952 年のことです。少し年下ですがこれからも末永くお付き

合いいただけますと幸いです。 

貴会がこれまでにも増し有意義な活動、社会貢献をされることを祈念して祝辞とさせていただきます。 

鈴木 康哉 

 

富士製薬工業株式会社 

横須賀・三浦放射線技師会様が創立 70 周年を迎えられ、記念誌を発刊されるにあたり、謹んでお祝いを申

し上げます。70 年の長きに亘り、地域医療の向上に尽力され、健康と福祉の増進に貢献されたことに深い敬

意を表す次第でございます。弊社におきましては、今後も造影剤に関する情報提供を通じてお役に立つこと

が出来るよう努める所存でございます。横須賀・三浦放射線技師会様のますますのご発展を心からお祈り申

し上げております。 

若林好祐 

 

株式会社島津製作所 

創立 70 周年を迎えるにあたり、心よりお慶び申し上げます。貴技師会には日頃より様々なご支援、ご鞭撻

を賜り厚く御礼申し上げます。さて、当社は 1875 年に教育用理化学器械の製造業として京都木屋町で興し、

今後は長年培った医用画像技術に、当社コア技術の一つである分析計測技術を融合し、ヘルスケア分野の更

なる発展に寄与すべく邁進する所存です。未筆ながら、一層のご発展と皆様方のご活躍を祈念し、お祝いの

言葉に代えさせて頂きます。 

打越 征二 

 

住重アテックス株式会社 

この度は、横須賀三浦放射線技師会創立 70 周年、誠におめでとうございます。 

この 70 年の歩みは、歴代の会長をはじめ役員の皆様が、並々ならぬご苦労の中､活動を継続してこられた

賜物であると、深く敬意を表します。そして、この記念すべき年を皆様とともに迎えることができたことを、

本当に光栄に思います。 

今後も 80 周年、90 周年と記念すべき節目に向かっての、横須賀三浦放射線技師会の更なるご発展と技師

会員の皆様の益々のご活躍を心よりお祈り申し上げます。 

金川政史 

 

キヤノンメディカルシステムズ株式会社 

 この度は、横須賀三浦放射線技師会様が創立７０周年を迎えられましたことにつきまして、心よりお祝い

を申し上げます。 

今後とも、医療機器メーカーの立場から、安全で質の高い検査体制の確保のため、より良い製品・サービ

スを提供することで、横須賀三浦放射線技師会様の地域保健活動に少しでも貢献できるよう努めて参ります

ので、何卒、宜しくお願い申し上げます。 

横須賀三浦放射線技師会様の、益々のご発展を祈念申し上げます。 

                                          村中 智紀 
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70 周年祝辞 
堀井薬品工業株式会社 

横須賀三浦放射線技師会が創立 70 周年を迎えられ心から御喜び申し上げます。また、日頃は胃 X 線検査関

連製品を中心に情報提供の場を頂きありがとうございます。 

胃 X 線検査関連製品を通してより質の高い情報提供を心掛け、微力ながら貴会のお役に立てるよう精進を

致してまいります。つきましては今後とも一層の御指導御鞭撻を賜りますよう御願い申し上げます。 

最後に、創立 70 周年を契機とされ、貴会の益々の御発展と会員皆様の御健勝を心より御祈り申し上げます。 

 岡崎 篤史 

 

第一三共株式会社 

横須賀三浦放射線技師会創立 70 周年を迎えること、心よりお慶び申し上げます。横須賀三浦地区の人々の

健康を守りながら、放射線に関する高い知識、技術で 70 年の歳月を積み重ねられてきたことに深く敬意を表

させていただきます。横須賀三浦放射線科技師会が 70 年という大きな節目を迎え、今後も横須賀三浦地区の

医療と保健のためにますますご発展することを祈念申し上げます。 

田村 昭雄 

 

エーザイ株式会社 

横須賀三浦放射線技師会創立７０周年記念、誠におめでとうございます。横須賀三浦放射線技師会の皆様

は、とても活気があり一丸となって盛り上げていく姿がとても印象的で感銘を受けることが多くあります。

造影剤を取り扱うメーカーとして横須賀三浦技師会のご発展に寄与できますよう、引き続き活動してまいり

ます。益々の発展を心よりお祈り申し上げます。 

                                           鈴木 景子 

 

シーメンスヘルスケア株式会社 

シーメンスヘルスケア㈱の市橋でございます。この度は、横須賀三浦放射線技師会 70 周年本当におめでと

うございます。私がエリア担当させて頂いて 7 年になります。長い歴史の 10 分の 1 ですが皆さまと関われて

大変嬉しく思います。大雪の中での MRI 搬入、帰り道の悪戦苦闘などもあり、一番思い出の多いエリアでも

あります。これからも、皆さまと数多くの思い出を作りにお伺いしたいと思いますので、今後共宜しくお願

い致します。 

市橋 進 

 

日本メジフィジックス株式会社  

この度、横須賀三浦放射線技師会が創立 70 周年を迎えましたことを心よりお祝い申し上げます。私が横須

賀三浦地区を担当させていただいてから 4 年目となりました。横須賀三浦放射線技師会員の皆様にはお世話

になってばかりですが、これからも微力ながらお力になれるよう尽力させていただきます。 

横須賀三浦放射線技師会のさらなる発展と飛躍を願って祝辞の挨拶とさせていただきます。今後とも宜し

くお願い申し上げます。 

吉田 倫明 

 

バイエル薬品株式会社 

横須賀三浦放射線技師会が創立 70 周年を迎えられたこと心よりお慶び申し上げます。 

弊社の X 線造影剤開発の歴史も古く、現在の水溶性ヨード造影剤の基本骨格をなします 

3 ヨード化合物（Urografin®）が開発されたのが 1950 年頃でした。まさに皆様方と共に歩み、成長してまい

りました。 

70周年という節目を契機に今後更なる横須賀三浦放射線技師会のご発展と会員皆様方の益々のご活躍を祈

念致しましてお祝いの言葉とさせていただきます。 

瀬戸 昭裕 
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70 周年祝辞 
 

株式会社日立製作所ヘルスケア 

横須賀三浦放射線技師会創立 70周年に際し、心よりお喜び申し上げます。また日頃より日立製作所製品に

対し格別のご高配を賜り厚く御礼を申し上げます。 

放射線の安全利用及び診療放射線技術の向上発展に尽力され、横須賀・三浦地区の皆様の健康維持増進に

寄与されてきたご功績に心から敬意を表します。 

私自身地域担当となり僅かで御座いますが、温かく迎えて頂き、誠にありがとうございます。貴技師会の

今後の益々のご発展を心からお祈り申し上げます。 

金城 修介 

 

コニカミノルタジャパン株式会社ヘルスケアカンパニー 

横須賀三浦放射線技師会創立 70周年誠におめでとうございます。 

弊社、横浜営業所が今日まで事業継続させて頂いているのも一重に会員の皆様のご支援の賜物と深く感謝

しております。 

弊社では昨今の急速なフィルムレス化が進行する中で、会員の皆様のご指導を頂きながらデジタル機器の

普及に努めてまいりました。 

今後も横須賀三浦放射線技師会様とともに次世代に向かって活動して参りますので、引き続きご指導ご協

力の程何卒宜しくお願い申し上げます。 

野澤 稔史 

 

ケアストリームヘルス株式会社 

横須賀三浦放射線技師会創立 70周年、誠におめでとうございます。 

皆様のこれまでの弛まぬご努力とご功績に敬意を表すとともに、今後のさらなるご繁栄を心よりお祈り申し

上げます。 

堀江 勇太 

 

 

～被ばく医療報告（スクリーニング講習会）～ 

 

１２月１５日（土）に、横須賀共済病院５階講堂にて、第１４回スクリーニング講習会を開催しました。

当日の参加者は３３名でした。 

前半は講演で、「診療放射線技師として災害に備える」、「原子力災害時医療中核人材研修に参加して」とい

う演題で行いました。それぞれ経験に基づいたお話で非常に勉強になりました。 

後半は実習を行いました。今回は新しい試みとして、タイベックスーツを着用した状態で、セグメント法

の実習を行いました。 

 長時間タイベックスーツを着ながら、スクリーニング検査を行いますと、汗もかきますし、体力の消耗も

大きくなります。 

もし原子力災害が実際に起きてしまったら、この状態でスクリーニング検査を行う可能性が高いので、参

加者には、実戦さながらの貴重な体験になったかと思います。 

最後に、スクリーニング講習会は毎年行っていますので、ご興味のある方は是非ご参加ください。多くの

方の参加をお待ちしております。 

 

被ばく医療理事 

横須賀市保健所 

井上 晴行 
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～第１２３回研究会（ナイトセミナー）報告～ 
 

2018 年１１月８日の 18 時４５分より、ヴェルク横須賀にて第１２３回研究会（ﾅｲﾄｾﾐﾅｰ）を開催いたし

ました。参加人数は会員が５５名、賛助会員が６名でした。昨年までは休前日の１１月２日に開催していま

したが、今回は日程を変更し８日（木）といたしました。参加人数が集まるのかが不安でしたが多数の方に

参加していただき、ナイトセミナーが定着しつつある事の現れかと感じました。また、今回の発表者の全員

が４年目以下となり、若い会員にとって発表するいい機会となった回でした。プログラムは以下の通りです。 

 
  日 時  ２０１８年 １１月 ８日（木） 1８：４５～２１：00 

  会 場  横須賀市立勤労福祉会館（ヴェルクよこすか）６階 第１会議室 

情報提供 

『オムニパーク発売 ３０年の歩み』 

 第一三共株式会社  白土 幸一 氏 

『最新一般撮影システム RADspeed Pro のご紹介』  

株式会社島津製作所  武尾 和浩 氏 

 

会員企画  

『マンモグラフィ勉強会からみえてきたこと』 

横浜南共済病院  鈴木 理沙 氏 

『ＺＩＯＷＥＢを使用したＡｎｇｉｏ支援の検討』  

横須賀共済病院  白坂 朱梨 氏 

『頭部領域における二回 volume scan 撮影の検討』  

横須賀市立うわまち病院  長島 誠 氏 

 

 

～2019 年ボーリング大会＆忘年会報告～ 

 
12/１（土）毎年恒例のボーリング大会を横須賀ショッパーズプラザスポルト横須賀店にて行い、その後、

北海道横須賀中央店にて忘年会を行いました。 

参加者は、ボーリング大会が会員 20 名、賛助会員 2 名、忘年会は会員 27 名、賛助会員 6 名、南部技師会

より 2 名の方にご参加いただきました。 

今年も無事、盛大に横須賀三浦放射線技師会の一年を締めくくる事ができました。 

次回は、3/23（土）に行われる創立 70 周年記念祝賀会で会員の皆様に楽しんでいただける企画を準備し

てお待ちしております。 

是非ご参加ください。 
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H30 年度庶務記録 
 
平成 30 年 10 月 01 日・富士フィルム RI ファーマが富士フィ

ルム富山化学株式会社へ社名変更 

平成 30 年 10 月 07 日・神奈川県技師会『ハロー横浜』に濱

田氏（県管理支部会）、坪井氏（県渉外委員）、白坂氏（県渉

外委員）が参加 

平成 30 年 10 月 09 日・学術企画 第 123 回研究会（ナイト

セミナー）の案内を受理 

平成 30 年 10 月 11 日・学術企画 第 123 回研究会（ナイト

セミナー）の案内をメール配信 

平成 30 年 10 月 12 日・第 14 回スクリーニング講習会の案

内を受理＆メール配信 

平成 30 年 10 月 14 日・福利厚生秋の企画 うみかぜ公園バ

ーベキューが雨天のため中止・県技より『JART 平成 30 年度

給与調査実施に伴うご協力依頼』を受理 

平成 30 年 10 月 17 日・『JART 平成 30 年度給与調査実施に

伴うご協力依頼』をメール配信 

平成 30 年 10 月 18 日・第 3 回三役会開催(衣笠) 

平成 30 年 10 月 20 日・横浜南部地区創立三十周年記念式典・

祝賀会に松村会長・千葉相談役が出席 

平成 30 年 10 月 25 日・第 3 回理事会開催（ヴェルクよこか） 

平成 30 年 10 月 30 日・広報誌 131 号発送完了 

平成 30 年 11 月 08 日・福利厚生企画 ボーリング大会＆忘 

年会のご案内をメール配信・学術企画 第 123 回研究会（ナ 

イトセミナー）開催（ヴェルクよこすか） 

平成 30 年 11 月 17 日・横浜南部技師会より第 3 回勉強会＆

忘年会の案内を受理 

平成 30 年 11 月 20 日・横浜南部技師会より第 3 回勉強会＆ 

忘年会の案内をメール配信 

平成 30 年 11 月 29 日・横須賀市医師会より賀詞交歓会の案 

内を受理 ・神奈川県技師会より神奈川県放射線技師会新春 

情報交換会の案内を受理 

平成 30 年 12 月 01 日・福利厚生企画 ボーリング大会＆忘 

年会を開催（ブランズウィックスポルト＆北の味紀行と地酒  

北海道 横須賀中央駅前店） 

平成 30 年 12 月 08 日・横浜南部技師会 第 3 回勉強会＆忘 

年会に松村会長が出席 

平成 30 年 12 月 17 日・第４回三役会（衣笠）＆第４回理事 

会・賀詞交換会（産業プラザ）開催案内をメール配信 

平成 30 年 12 月 18 日・ゲルべジャパン株式会社へ「賛助会

費納入のご依頼について」を送付 

平成 31 年 01 月 10 日・第４回三役会開催(衣笠) 

平成 31 年 01 月 12 日・横須賀市医師会賀詞交歓会へ松村会

長が出席 

平成 31 年 01 月 18 日・神奈川県放射線技師会新春情報交換 

会へ松村会長・早瀬理事・濱田氏（県管理士部会）・坪井氏（県 

渉外委員）・白坂氏（県渉外委員）が出席 

平成 31 年 01 月 21 日・西湘地区より平成 3１年新年会御招

待の案内を受理  

平成 31 年 01 月 26 日・第４回理事会＆賀詞交換会開催（産 

業プラザ） 

平成 31 年 01 月 28 日・第３０回横須賀三浦・横浜南部地区 

放射線技師会合同勉強会の案内をメール配信 

 

会員数 155 名 賛助会員 1８社 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度横須賀三浦放射線技師会総会次第 

 

３月２３日（土） １５：００～ 

於： セントラルホテル 

 

一、開会の言葉 

一、会長挨拶 

一、会員表彰 

一、来賓祝辞 

一、議長団選出 

一、議  事 

① 平成３０年度事業報告            

庶務活動報告 

学術活動報告 

福利厚生活動報告 

広報活動報告 

緊急被ばく医療活動報告 

組織委員報告 

ＹＭＢＩＴ活動報告 

   ②平成３０年度会計決算報告 

    ・平成３０年度

一般会計決算報告 

   ③平成３０年度会計監査報告 

④平成３１年度事業計画案 

⑤平成３１年度会計予算案 

    ・平成３１年度

一般会計予算案 

⑥ その他 

一、議長団解任 

一、閉会の言葉 
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